
（４） ２００４．６．２１

１
年
か
ら
柿
ワ
イ
ン
作
り
を
始
め
ま
し

た
。
甘
み
も
す
っ
き
り
と
、
香
り
豊
か

な
ワ
イ
ン
で

す
。

　

価
格
は
７
２

０　

１
本
で
１

ml
３
６
５
円
（
税

込
）
で
す
。

□問
 

町
田
酒
販
組

合
11
７
２
２
・

１
１
５
０
、
農
業
振
興
課
11
７
２
４
・

２
１
６
６

　

禅
寺
丸
柿
は
、
以
前
は
多
く
の
農
家

の
庭
先
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緑
を
残

し
環
境
を
守
る
一
環
と
し
て
、
１
９
９

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

【
あ
な
た
の
話
せ
る
場
所
あ
り
ま
す

か
？
育
児
の
ス
ト
レ
ス　

ト
ー
ク
で

発
散
】

　

お
喋
り
で
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　

７
月
７
日
（
水
）
午
前　

時
１０

菜
種
油
し
ぼ
り
実
演

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
菜
種
か
ら
、
菜
種
油
を
し
ぼ
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
菜
種
油
を
１
本
８
０
０
円

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
講
座
で
す
。

【
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
】

　

野
津
田
の
自
然
と
、
歴
史
を
学
ぶ
コ

ー
ス
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、

６０

約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
け
る
体
力
の

あ
る
方
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
は
除
く
）

※
心
臓
病
、
腰
痛
を
お
持
ち
の
方
、
医

師
か
ら
運
動
制
限
を
指
導
さ
れ
て
い
る

方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２５

〜
午
後
３
時

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

【
水
墨
画
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
初

６０

心
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
除
く
）

○
期
日　

８
月
６
日
〜　

月
８
日
（　

１０

１０

月
１
日
を
除
く
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
、

全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

教
材
費
１
０
０
０
円
程
度

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

３０

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

　

、

１９４

１５

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
３

・
２
１
４
７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６
　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
マ
グ
カ
ッ
プ

で
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
み

ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座

市

民

講

座

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

め
だ
か
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
初
心
者

で
全
回
参
加
で
き
る
方

○
日
時　

７
月
７
日
＝
形
成
、　

日
＝

２１

色
付
け
、　

日
＝
渡
し
（
い
ず
れ
も
水

２８

曜
日
）
午
後
４
時
〜
６
時

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園

○
講
師　

陶
芸
家
・
水
田
正
俊
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
、
結
果
は
６
月

２０

　

日
発
送
）

３０○
費
用　

５
０
０
円

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
ひ

２７

で
、
午
前
９
時　

分
か
ら
販
売
し
ま

３０

す
（
５
０
０　

入
、　

本
の
販
売
予

ml

６０

定
）
。

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２６

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
駐
車

場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

え
、
旅
の
雰
囲
気
を
存
分
に
描
き
出
し

て
大
成
功
を
お
さ
め
ま
す
。
広
重
は
そ

の
後
も
か
ず
か
ず
の
東
海
道
も
の
を
描

き
ま
し
た
が
、
保
永
堂
版
は
広
重
の
代

名
詞
と
し
て
今
日
で
も
人
気
が
高
く
、

も
っ
と
も
有
名
な
浮
世
絵
の
ひ
と
つ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

広
重
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
他

と
異
な
っ
た
趣
を
持
つ
の
が
、
三
代 
歌 うた

 
川 がわ 
豊  
国 
と
の
合
作
「
双
筆
五
十
三
次
」

と
よ 

く
に

で
す
。
こ
れ
は
豊
国
が
各
地
の
宿
場
に

ち
な
ん
だ
人
物
を
大
き
く
描
き
、
背
後

に
広
重
が
風
景
を
描
い
た
作
品
で
、
主

役
は
む
し
ろ
豊
国
な
の
で
す
。
豊
国
は

は
じ
め 
国  
貞 
と
名
乗
り
、
み
ず
み
ず
し

く
に 
さ
だ

い
感
覚
に
満
ち
た
役
者
絵
と
美
人
画
で

人
気
を
博
し
ま
し
た
。

「
双
筆
五
十
三
次
」
の
頃

に
は
、
豊
国
は
浮
世
絵
界

の
大
御
所
的
存
在
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
華
麗
な
人

物
描
写
は
、
広
重
の
簡
略

な
が
ら
も
風
情
あ
る
描
写

と
好
対
照
を
な
し
て
い
ま

す
。

　

浮
世
絵
界
を
代
表
す
る
風
景
画
の
名

手
と
し
て
名
高
い
初
代 
歌  
川  
広  
重 
は
、

う
た 
が
わ 
ひ
ろ 
し
げ

日
本
橋
と
京
都
を
結
ぶ
東
海
道
五
十
三

次
の
風
景
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
描
き
続

け
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
十
返
舎
一
九
の

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
流
行
か
ら
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
海
道
の
旅
は
人

々
の
興
味
を
強
く
そ
そ
る
テ
ー
マ
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
時
流
に
乗
っ
て
、
広

重
は
は
じ
め
て
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を

版
元
・
保
永
堂
か
ら
刊
行
し
ま
し
た
。

保
永
堂
版
は
構
図
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

時
刻
や
季
節
の
移
ろ
い
、
天
候
の
変

化
、
人
々
の
個
性
の
違
い
や
さ
り
げ
な

い
仕
草
な
ど
を
き
め
細
や
か
に
と
ら

　

こ
の
た
び
は
、
広
重
の
最
高
傑
作
で

あ
る
保
永
堂
版
「
東
海
道
五
拾
三
次
」

全　

点
、
そ
し
て
豊
国
と
の
合
作
「
双

５５
筆
五
十
三
次
」
全　

点
を
展
観
し
ま

５５

す
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１

○
会
期　

６
月　

日
（
土
）
〜
７
月

２６

　

日
（
日
）
月
曜
休
館　

た
だ
し
、

２５７
月　

日
（
祝
）
は
開
館
、　

日

１９

２０

（
火
）
は
休
館

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
・　

歳
以
上
の
方
２
０
０
円
、

６５

小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（
６
月　

日
）
は
無
料
。

２６

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
】

○
日
時　

７
月
４
日
（
日
）
、　

日
１８

（
日
）
午
後
２
時
か
ら

【
同
時
開
催　

版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特

集
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
」
】

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
０
８

６
０

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

広
重　

東
海
道
五
十
三
次

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
ととととととととととととととととととととと
双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双
筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ほ
う 

え
い 

ど
う

か
り
療
育
園
陶
芸
教
室
係
（
〒　

－

０

１９４

０
３
５
、
忠
生
３－

６－

２
、
11
７
９

４
・
０
７
３
０
）
へ
。

広
重
・
豊
国
双
筆　

東
海
道
五
十
三
次　
「
赤
坂
」

歌川広重　東海道五拾三次　「川崎」

　

町
田
地
域
特
有
の
話
し
言
葉
・
生
活

の
指
針
と
も
な
っ
て
い
た
俗
信
・
仕
事

を
し
な
が
ら
歌
っ
た
唄
な
ど
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
言
葉
、
口

に
し
て
み
た
く
な
る
言
葉
、
当
時
の
生

活
や
作
業
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な

俗
信
や
俗
謡
。
現
在
の

町
田
と
は
違
う
町
田

が
、
感
じ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
編
集
で
す
。

○
販
売
価
格　

５
０
０

円○
販
売
場
所　

社
会
教

育
課
、
自
由
民
権
資
料
館
、
市
政
情
報

や
ま
び
こ
、
市
立
博
物
館

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
５
５
４

　

家
庭
で
使
用
す
る
電
気
は
、
石
油
な

ど
の
化
石
燃
料
等
を
使
っ
て
発
電
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
排
出
さ
れ
る
大

量
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
省
エ
ネ
型
家
電
製
品
の
選
択

は
、
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
東
京
都
は
、
首
都
圏
八
都
県
市
と
と

も
に
、
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
性
能
の
違

い
が
一
目
で
わ
か
る
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
を

販
売
店
で
表
示
し
ま
す
（
６
月　

日
〜

１６

８
月　

日
）
。

３１

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
と
は
？

　

製
品
の
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
を
、
５

段
階
（
Ａ
Ａ
Ａ
〜
Ｃ
）
で
表
示
（
製
品

の
総
合
評
価
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
し
、
販
売
価
格
と　

年
間
の
電

１０

気
代
も
表
示
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
購
入
時
に
、
総
合
的
な
コ
ス
ト
比
較

が
店
頭
で
で
き
ま
す
。

○
対
象　

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
ブ
ラ

ウ
ン
管
テ
レ
ビ

省
エ
ネ
基
準
達
成
率
と
は
…

　

省
エ
ネ
法
に
基
づ
き
、
家
電
製
品
の

大
き
さ
や
機
能
ご
と
に
、
達
成
す
べ
き

省
エ
ネ
性
能
が
省
エ
ネ
基
準
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
省
エ
ネ
基
準

を
個
々
の
製
品
が
ど
れ
く
ら
い
達
成
し

て
い
る
か
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
て
い

る
も
の
が
、
「
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
」

で
す
。

□問
 

東
京
都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
11

　

・
５
３
８
８
・
３
４
４
４
、
町
田
市

０３環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

省エネ性能の比
較ができます�

省エネ基準達成
率と年間消費電
力量がわかりま
す�

販売価格と１０年
間の電気代の合
計でコスト比較
ができます�
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